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型取り・複製・置換は便利で、楽しい！

　本書は「型取り・複製・置換」、つまりシリコーンゴ
ムを使った型取りをメインに紹介するものです。数ある
模型技法のなかでも、「パーツの型取り」は縁がある人
とない人がはっきりと分かれるテクニック。たとえばガ
レージキット即売会系イベントに常連として参加するデ
ィーラーの方などは、日夜シリコーンゴムの選択やパー
ツのテーパーを考えながら手を動かしていることでしょ
う。いっぽうで「俺は1/35AFVプラモデルをバリバリ
作りまくるぜ！」というような人は、一生型取りには縁
がないかもしれません。そのため、これまで型取りだけ
を掘り下げる解説書はほとんどありませんでした。
　なぜ型取りをしないといけないのか。具体的には、「自
作のキットをイベントで販売したい」「改造のために左
右でまったく同じ形のパーツを作りたい」「パーツの素
材を置き換えたい」、というようなときに型取り・複製・
置換をするととても便利なのですが、それはあえておい
ておいて……型取りは、自分やってみると、とてもおも
しろいのです。そして、他の人のやっている型取りを見
るのはもっとおもしろい！　でも、このたまらないおも

しろさを味わうには、型取りの基本について知ったり実
際に試してみる必要があります。
　型取りが模型製作において必要な人は、そう多くはな
いでしょう。お互いに技術交換するような機会もなかな
かありません。なので、どうしても「俺の秘伝のタレ」
みたいになりがち。造形の良し悪しについてうんぬんす
る場や機会はたくさんありますが、複製がうまくできて
いるかについて型を見せ合ったり議論する場はほぼあり
ません。そしてまた、技術についての情報が共有されて
いなければ議論することすらできません。本書がもっと
多くのモデラーが型取りを楽しみ、そして技術について
情報交換できるようになる一助になれば幸いです。
　基本的な理屈を学んでから型をジッと眺めていると、
頭の中には否が応でも浮かんでくるはずです。樹脂がど
こから流れ、どうパーツに充塡され、どう出ていくのか、
そしてパーツはどうやって型から抜かれるのか。世の中
の量産品の多くは型で作られています。型を知れば物の
成り立ちがわかってきます。そこにはきっと新たなる広
大な世界が広がっていることでしょう。                   ■
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ⓒGIRLS und PANZER FINALE Projekt
ⓒ創通・サンライズ5

　型取りは非常に懐が深い技術。シリコーン
ゴム製両面型での複製以外にもいろいろな型
や技法があります。１回でシリコーンゴム流
しを済ませられる「割き型」、デジタルモデ
リングを活用した型製作法、軟質樹脂への置
換などなど、読んでトクする情報満載のアラ
カルトコーナーにて、いろいろな型取りのテ
クニックを詳しくお教えします。

複製・置換アラカルト

　型取り・複製のキホン中のキホン、シリコ
ーンゴム型を使用した両面取りの手順と考え
方を解説。両面取りには必須の粘土埋めをう
まく行なう方法、パーツに気泡が残りにくく
なるような原型の配置の仕方などなど、型取
りをするうえで重要なテクニック満載です。
併せて、“複製マスター”けんたろう氏によ
る実演で、実際のシリコーン型両面取り複製
工程を初めから最後まで通しでお見せします。

型取り・複製のキホン

　市販されていたり『ワンダーフェスティバ
ル』のようなガレージキット即売会系イベン
トに出展されているようなレジンキャストキ
ットには、いわゆる「業者抜き」というもの
があります。そう、複製にはプロの業者が存
在します。そこで、なかでもとくに有名な
RCベルグにお邪魔してその複製作業を見せ
ていただきました。プロのワザというと別世
界のことのように思われるかもしれませんが、
基本的なやり方はアマチュアの「自家抜き」
とほぼ同じ。とっても参考になります。

複製、プロの技をお見せします

　型取りがまったくわからないという方やう
まく選べないという方のために、シリコーン
ゴムを使った複製に使用される用品やマテリ
アルを紹介。模型店やインターネット通販で
入手しやすい定番のものばかりを集めてみま
したので、初心者でも必要な物を揃えて型取
りにチャレンジしてみてください。

型取り・複製用品ガイド
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世
の
中
の
も
の
の
多
く
は
型
を
使
っ
て
量
産

さ
れ
て
い
ま
す
。
型
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が

あ
り
、
複
製
さ
れ
る
パ
ー
ツ
の
形
状
や
コ
ス
ト

に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

工
業
的
に
も
っ
と
も
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て

い
る
型
は
金
属
製
の
金
型
で
し
ょ
う
。
た
と
え

ば
プ
ラ
モ
デ
ル
な
ど
も
金
型
に
溶
か
し
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
流
し
込
ん
で
パ
ー
ツ
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
金
型
が
優
れ
て
い
る
の
は
、
高
圧
高

温
に
耐
え
耐
久
性
が
高
い
と
こ
ろ
。
短
い
時
間

で
大
量
の
複
製
パ
ー
ツ
を
成
型
で
き
、
型
は
長

持
ち
し
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
で
、
素
材
が
金
属
で

硬
い
た
め
、
通
常
の
型
で
は
逆
テ
ー
パ
ー
の
あ

る
形
状
は
パ
ー
ツ
が
型
か
ら
取
り
出
せ
な
く
な

る
た
め
抜
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
般
的
に
は
金

属
を
切
削
し
た
り
し
て
型
を
作
成
す
る
た
め
、

時
間
と
費
用
が
と
て
も
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

30
㎝
四
方
の
金
型
ひ
と
組
で
数
百
万
円
〜
数

千
万
円
か
か
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
模
型
を
趣

味
と
す
る
個
人
の
ア
マ
チ
ュ
ア
が
金
型
製
作
に

手
を
出
す
の
は
普
通
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　

逆
テ
ー
パ
ー
の
パ
ー
ツ
も
抜
け
て
コ
ス
ト
が

安
く
製
作
に
時
間
も
か
か
ら
な
い
型
と
し
て
は

石
こ
う
型
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
原
型
を

ロ
ウ
な
ど
燃
や
し
て
溶
か
せ
る
も
の
で
作
っ
て

石
こ
う
で
覆
い
、
型
が
固
ま
っ
た
ら
原
型
を
溶

か
し
て
除
去
、
で
き
た
空
洞
に
パ
ー
ツ
素
材
を

流
す
と
い
う
技
法
で
す
。
複
製
パ
ー
ツ
を
取
り

出
す
と
き
は
型
を
壊
し
ま
す
。
こ
の
方
法
な
ら

パ
ー
ツ
の
テ
ー
パ
ー
を
気
に
す
る
必
要
が
な
く
、

コ
ス
ト
も
金
型
に
比
べ
れ
ば
非
常
に
安
価
。
宝

飾
品
な
ど
は
こ
の
技
法
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
原
型
と
型
を
毎
回
壊
す
こ
と
に
な

る
の
で
、
パ
ー
ツ
を
何
個
も
複
製
し
た
い
場
合

は
原
型
と
型
を
毎
回
作
る
必
要
が
あ
り
、
模
型

キ
ッ
ト
を
量
産
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス

に
は
あ
ま
り
向
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、「
逆
テ
ー
パ
ー
が
抜
け
る
」「
型
を

複
数
回
再
利
用
で
き
る
」「
比
較
的
短
時
間
で

型
と
複
製
パ
ー
ツ
が
作
れ
る
」「
比
較
的
安
価
」

と
い
う
よ
う
な
模
型
に
お
け
る
複
製
の
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
た
め
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

が
シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム
を
型
に
使
い
、レ
ジ
ン（
無

発
泡
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
）
を
注
型
し
て
パ
ー
ツ
を

複
製
す
る
技
法
で
す
。
シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム
は
非

常
に
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
適
度

な
流
動
性
、
柔
軟
性
が
あ
る
型
取
り
に
適
し
た

物
性
の
も
の
を
選
ぶ
と
、
逆
テ
ー
パ
ー
が
あ
っ

た
り
デ
ィ
テ
ー
ル
が
非
常
に
こ
ま
か
い
パ
ー
ツ

で
も
き
れ
い
に
複
製
で
き
る
型
を
数
千
円
〜
数

万
円
程
度
で
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
注
型
に

レ
ジ
ン
（
無
発
泡
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
）
を
使
用
す

る
の
は
、
硬
化
が
速
く
て
収
縮
が
少
な
く
、
硬

化
後
は
適
度
に
軟
ら
か
く
な
る
の
で
、
成
型
後

の
切
削
加
工
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
模
型
用
パ

ー
ツ
と
し
て
複
製
す
る
場
合
は
、
パ
ー
テ
ィ
ン

グ
ラ
イ
ン
や
ゲ
ー
ト
跡
を
削
っ
て
処
理
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
硬
化
後
の
切
削
性
は
と
て
も

重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
す
。

　

シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム
型
の
作
り
方
は
い
ろ
い
ろ

な
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
で
応
用

範
囲
が
広
い
の
が
い
わ
ゆ
る
「
両
面
取
り
」。

粘
土
を
使
っ
て
2
回
に
分
け
て
ぴ
っ
た
り
と
合

わ
さ
る
型
を
作
る
こ
と
で
、
原
型
の
全
面
が
覆

わ
れ
て
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
複
製
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。                 

■

　熱で暖まる樹脂に原型を押しつけ
て作った片面型（シリコーンゴムで
も製作できる）。片面型はもっとも
手軽に作れるが、型に覆われていな
い面は原型の形状を再現できない。
ただし、再現されない面を接着面に
したり削って加工する場合は手軽に
複製ができる便利な技法だ。

いろんな型の
      特性を知る。ひと言で「型」といってもいろいろな素材、

形状のものがあります。まずは、シリコー
ンゴムを使った型のそれぞれ特徴、そして
型にはどんなタイプがあるのかについて大
まかに整理して把握してみましょう。

１難易度 ★☆☆
手軽さ ★★★
再現度 ★☆☆

片面型
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　粘土を使って2回に分けてシリコー
ンゴム型を作ることでぴったりと合わ
さる型で原型を覆うことができ、原型
の全面を損なうことなく複製できるよ
うになる。もちろん3つ以上に型を分
割して組み合わせて成型することも可
能だ。複数回シリコーンゴムを流さな
いといけないのでそのぶん手間と時間
がかかるが、アマチュアでも手を出し
やすく、応用範囲も広い。

　複数面型には粘土埋めが必要で、シ
リコーンゴムの硬化待ちも複数回必要
になるが、手間と時間を削減すること
ができるのが「割き型」。原型を棒な
どで保持してシリコーンゴムで一気に
覆うようにし、硬化後にシリコーンゴ
ムを切り開いて原型を取り出して型と
して使用する方法だ。見えない原型に
対して切り開いていくのにコツがいる
が、うまくいくとかなり時短できる。

　シリコーンゴムを使ったレジン注型
で問題になるのが型やパーツ内の気泡。
そこで、型をぐるぐる回したり真空に
減圧することで気泡を抜くのが、遠心
型と真空脱泡成型法だ。専用の機器が
必要なので敷居は高いが、圧倒的にき
れいな成型パーツを複製することがで
きるようになる。一般販売されている
レジンキャストキットの多くは、これ
らの方法で成型されている。

2

3

4

難易度 ★★☆
手軽さ ★★★
再現度 ★★☆

難易度 ★★★
手軽さ ★★★
再現度 ★★☆

難易度 ★★★
手軽さ ★☆☆
再現度 ★★★

両面型

割き型

遠心型
真空脱泡成型
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粘土原型

➡➡

➡

➡ ➡

①型枠を組んで粘土埋め②シリコーンゴム流し③粘土除去

⑥型を合わせて注型⑤原型を外して型完成④反対面シリコーンゴム流し

型枠シリコーンゴム

複製パーツ

型をふたつに分けるために、粘土を使って半分ずつ型取る

⬅⬅
両面取りの
      型を作ろう!

●シリコーンゴムは液状のものを流し込んで固めるため、同
時に両面の型を分けて作ることはできない。そこで、片面ぶ
んを粘土にしておいてシリコーンゴムを流し、粘土を除去し
てから粘土と同じ形のもう１面の型を流し込んで作るように
する。手間はかかるが、この方法だと型の合わせ目＝複製パ

ーツのパーティングラインの位置を比較的自由に設定するこ
とができるので、複製物に整形処理が必要な模型用パーツで
は、ディテールを避けてパーティングラインを設定できて都
合がよい。中空の原型を複製したい場合は、同様の工程で型
を３つ以上に分割すればきれいに複製することができる。

原型の全面をきれいに型取りするための技法
がシリコーンゴム型の「両面取り」。これは粘
土を使うことで型を分ける技法で、原型の向
きや位置がコントロールしやすいので、うま
くできるときれいな複製パーツが作れるのだ。
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●シリコーンゴムを使った両面型取りの原理は、原型
と同じ形の空洞を作ってレジンを流し込み固めること
で、原型と同じ形の複製パーツが作れるというもの。
シリコーンゴムに気泡が入ったりして型に欠損ができ
たり両型の間に隙間ができると、複製パーツのその部
分に不要な出っ張り、つまりバリができる。逆に注型
するレジンに気泡が入り表面に出てくると、複製パー
ツに穴が空いて欠損する。できるだけ原型と同じ形の
空洞を作り、できるだけその空洞内に空気が入ってい
ないようにレジンを硬化させることで、原型と同じ形
状のパーツを複製することができるようになる。
●型の合わせ目のところは複製パーツの「パーティン
グライン」（型が合わさるところのライン）になる。
注型時に型同士の段差がないほど、パーティングライ
ンのところの段差もなくなる。また、型の合わせ目の
ライン／成型パーツのパーティングラインは、原型を
粘土埋めするときの原型と粘土の境目のところになる。
粘土埋めするときの粘土の盛り方によって位置をコン
トロールすることができる。
●複製したレジンパーツ内に気泡が残らないようにす
るには、型の中の空洞の向きと、レジン流路／空気抜
きのゲートの位置や形がとても重要。これは言い換え
ると、粘土埋めの段階での原型の向きや配置次第とい
うことで、同じ原型でも埋め方やゲートの付け方で複
製の成否やクオリティーが変わってくることになる

原型を抜いた空洞にレジンが流れて複製され、
型の合わせ目がパーティングラインに

⬅⬅

⬅
⬅
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モデラーの型
                拝見!

初
複
製
で

多
面
型

みんなで学んだ『模型塾』
製作／石田麻衣子（駆け出しアマチュアディーラー）

俺たちのシリコーンゴム型を見てくれ！
いきなりドカンと置かれたシリコーンゴム型に驚か
れた方もいらっしゃるでしょうが、普段は裏方とし
て日の目を浴びないシリコーンゴム型をじっくり眺
めていただきます。この型から、どんなパーツがど
う抜かれるのか。パラパラとめくる手をちょっと止
めてじっくり型を観察してみてください。そして想
像を巡らせてください。それぞれの型に宿ったスト
ーリーが思い浮かぶようになってきたら、あなたも
一流の“型ウォッチャー”の仲間入りです。
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▲『模型塾』にて硬化を待つシリコーンゴム型たち。'17
年夏に浅草で再開された『模型塾』には、原型師に憧れ
るモデラー、フィギュア製作に興味がある趣味人が日々
足を運び、東海村原八氏の教えを請う
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回
が
初
め
て
の
シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム
型
作

　
　
　

成
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、『
模
型
塾
』

の
複
製
講
座
に
参
加
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
書
籍
の
情
報
を
集
め
た
り
と
下
調
べ
を
し

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
実
際
の
作
業
を
は
じ
め

る
前
は
多
く
の
不
安
点
が
あ
り
ま
し
た
」

　

石
田
さ
ん
は
駆
け
出
し
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ガ
レ

ー
ジ
キ
ッ
ト
デ
ィ
ー
ラ
ー
。
ワ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
よ
う
な
ガ
レ
ー
ジ
キ
ッ
ト
即
売
会

系
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
品
の
た
め
に
シ
リ
コ
ー
ン

ゴ
ム
型
を
使
っ
た
複
製
に
は
じ
め
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
前
か
ら
ビ
ス
ク
ド

ー
ル
製
作
な
ど
の
趣
味
を
持
ち
、
石
膏
型
を
作

っ
た
経
験
が
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
は
じ
め
て
手

に
し
た
型
取
り
用
シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム
の
柔
ら
か

さ
に
は
手
を
焼
い
た
そ
う
だ
。

　
「
服
を
薄
く
一
体
複
製
す
る
た
め
に
３
方
型

に
す
る
と
、
中
空
に
す
る
た
め
に
『
中
子
』
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
複
製
に
使
う
シ
リ
コ
ー
ン

ゴ
ム
は
柔
軟
性
が
あ
る
の
で
、
中
子
部
分
の
油

粘
土
を
抜
い
て
流
し
込
む
と
き
に
、
ゴ
ム
バ
ン

ド
で
き
つ
く
ク
ラ
ン
プ
す
る
と
型
が
歪
ん
で
し

ま
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
し
て
そ
の
歪
み
が
そ
の

ま
ま
中
子
の
シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム
の
形
状
に
反
映

さ
れ
て
複
製
し
た
も
の
も
歪
ん
で
し
ま
う
ん
で

す
。
型
同
士
が
離
れ
て
隙
間
が
で
き
な
い
よ
う

に
、
そ
し
て
割
れ
て
こ
な
い
よ
う
に
、
で
も
、

歪
ま
な
い
よ
う
に
…
…
と
い
う
カ
ン
ジ
で
、
石

膏
と
は
違
う
大
変
さ
が
あ
り
ま
し
た
」

　

さ
ら
に
作
業
を
進
め
て
い
く
と
、
複
製
を
始

め
た
て
モ
デ
ラ
ー
の
「
あ
る
あ
る
」
な
苦
労
を

次
々
と
味
わ
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
「
一
回
目
の
シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム
流
し
込
み
の

と
き
は
、
気
泡
を
抜
く
こ
と
を
変
に
意
識
し
て

し
ま
っ
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
組
ん
で
い
た
型
枠
に

振
動
を
与
え
す
ぎ
て
、
隙
間
か
ら
シ
リ
コ
ー
ン

ゴ
ム
が
漏
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
気
泡
を
必

要
以
上
に
恐
れ
る
よ
り
も
、
シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム

と
硬
化
剤
の
攪
拌
不
足
や
、
離
型
剤
の
塗
り
忘

れ
に
注
意
す
る
ほ
う
が
重
要
で
し
た
」

　

石
膏
型
の
経
験
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
初
め

て
多
面
型
に
挑
戦
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
こ
こ
ま

で
表
面
が
キ
レ
イ
な
型
が
製
作
で
き
た
の
は
、

や
は
り
『
模
型
塾
』
で
教
え
を
請
う
た
こ
と
が

大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
「
ど
の
く
ら
い
の
逆
テ
ー
パ
ー
ま
で
な
ら
抜

く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
な
ど
の
感
覚
が
わ
か

ら
な
か
っ
た
の
で
、
や
っ
て
み
る
ま
で
は
不
安

で
し
た
。
そ
れ
に
、
実
際
に
レ
ジ
ン
を
流
し
た

と
き
に
、
毛
先
や
鼻
の
頭
な
ど
の
部
分
に
気
泡

が
残
ら
な
い
角
度
に
な
っ
て
い
る
か
も
心
配
で

し
た
。
こ
の
あ
た
り
は
、
模
型
塾
の
先
生
の
ア

ド
バ
イ
ス
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、

な
ん
と
か
完
成
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
模
型
製

作
に
つ
い
て
の
情
報
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き

る
メ
デ
ィ
ア
は
以
前
よ
り
増
え
た
。
が
、
顔
と

顔
を
合
わ
せ
、
実
際
に
作
業
を
目
前
で
行
な
い

な
が
ら
人
か
ら
教
わ
る
こ
と
が
で
き
る
場
は
む

し
ろ
減
り
、
そ
う
そ
う
得
ら
れ
な
い
機
会
と
な

っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
が
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
レ
ジ

ン
キ
ャ
ス
ト
キ
ッ
ト
製
作
の
よ
う
な
専
門
的
な

技
術
が
必
要
と
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
と
も
な
れ
ば

な
お
さ
ら
だ
。
型
取
り
・
複
製
は
、
立
体
に
お

け
る
微
妙
な
感
覚
が
必
要
に
な
る
場
面
が
多
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
立
ち
会
っ
て
直
接
教
わ
る
意
義

は
大
き
い
と
言
え
る
。
浅
草
に
構
え
ら
れ
た
学

び
舎
「
模
型
塾
」、
原
型
製
作
や
型
取
り
・
複

製
に
疑
問
や
不
安
が
あ
る
方
は
、
そ
の
門
を
叩

い
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。           

■

今
「

浅草、模型の学び舎にて
●『模型塾』は、『モデルグラフィックス』誌でもおなじみのモデラー、東海村原八氏が主宰する、フ
ィギュアの原型製作や複製について学ぶことができる「模型製作法の塾」。数々の商業原型製作や、企
画に携わり、イベントにも多数出展している氏から、直接フィギュア製作のノウハウを学べるアットホ
ームなワークショップだ。その講座内容は、パテを用いた原型製作や複製の技術だけではなく、３
DCGを用いたデジタルモデリング、エアブラシの使い方に到るまで幅広い（本稿は'18年4月掲載のも
のです。現在の参加方法や講座内容などについては「模型の王国」をWeb検索ください）



13

１２筒のような形状は２分割型で抜くのは難しい。筒が短いものだったり凸凹が
なければ不可能ではないが、複製パーツが取り出せなかったり型に大きな負担が
かかったりして現実的ではない。そんなときに作るのがこのような３型以上を組
み合わせる多面型。筒の中に取外し可能な「中子」型を作ることによって、筒状
のパーツの成型を可能にする。中子の製作は、理屈としてはそう難しくない。①
パーツの筒状にしたい箇所にあらかじめ粘土を詰めておいて通常通り両面取りを
する　②粘土を取り除き、できあがった両面型に離型剤を塗る　③クランプして
シリコーンゴムを流す　これで中子ができるという仕組みだ。実際には中子がズ
レないように写真のようにダボを彫るなどのテクニックが必要になってくる
３４中子を上から見たところと原型の筒状部のアップ。中子には、上がってきた
レジンに含まれる気泡を逃すための空気穴が開口されている
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